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中期経営計画
 

指針

ＷＯＷＯＷは、自ら独自番組を発信し、有料放送のプレゼンスを向上させ、

有料放送市場の拡大を牽引します。

そして、

有料放送のリーディング・カンパニーとしてのブランドを確立し

世界を視野に入れて、有料放送メディアとして成長します。

ＷＯＷＯＷは新たなハイビジョン・３チャンネル放送局に

生まれ変わります
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中期経営計画
 

目標
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目標達成に向けて
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中期経営計画を実現するための戦略
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Ⅰ：コンテンツ戦略

（１）

 

番組の量的拡大とオリジナル番組の創造

・世界中の選りすぐりの番組を日本初放送

・オリジナルのドラマ、ドキュメンタリーを意欲的に製作

・洋画から邦画まで世界中の映画を網羅

（２）

 

コンテンツの魅力の徹底訴求

（３）

 

コンテンツのマルチユースの徹底

・企画、製作段階からマルチユースを意識（海外含）した交渉、権利処理

（４）

 

海外コンテンツ調達力の強化

・海外のコンテンツ調達先等との関係を強化し、共同制作体制の構築

（５）

 

人材、放送体制の強化

・コンテンツ強化を目指した人材育成、体制強化

～世界中からコンテンツを調達し加入者に届け、またオリジナル番組を世界に発信～

ＷＯＷＯＷは日本における、コンテンツのターミナル（ＨＵＢ）となる
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Ⅱ：メディア戦略

有料放送のリーディング・カンパニーであるために

～有料放送サービスを”核”に周辺サービスを充実～

・ハイビジョン・３チャンネル放送による加入者拡大

（１）

（２）

・次世代メディアにおけるサービス

・クロスメディアによる加入者拡大

（３）

・３Ｄ放送の検討、実施と、放送以外の他の映像サービスへの提供
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Ⅲ：ＣＲＭ戦略

（１）

 

新生ＷＯＷＯＷのブランドの確立

・ブランド・ロイヤリティの醸成

（２）

 

加入者コミュニケーションの確立

・加入者とＷＯＷＯＷとのコミュニケーション手法の開発、継続視聴の促進

・コミュニティを育成し、加入者目線の“口コミ”効果を促進

（３）

 

マーケティング強化による、加入から継続視聴へ繋がる施策の継続検討

・加入者優遇サービスの検討、開発

・テレビ、ＷＥＢ等の双方向機能を利用した加入者動向の情報集約

（４）

 

カスタマーセンターの強化

・加入者接点の最重要ポイントとして位置づけ、対応力強化

・サービスをさらに充実し、長期加入継続に結びつける

～ＷＯＷＯＷと加入者や、加入者同士のコミュニケーションの活性化～

永く見続けていただけるチャンネルへ
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Ⅳ：グループ事業戦略

（１）

 

ＷＯＷＯＷコミュニケーションズ

・有料放送サービスで培った、テレマーケティング業務のノウハウを活用し、グループ外からの売上増を図る

（２）

 

大規模イベントの実施

・独自に開催するイベントを実施し、ブランド・イメージの向上、加入者サービスを拡充

（３）

 

継続的なアライアンスの検討

・放送事業者、メディア関連企業との番組共同企画

・コンテンツ製作体制強化のための番組制作会社等との連携

・販売強化や、訴求力向上に結びつく、放送事業者、プラットフォーム事業者等との連携

～コンテンツ製作力の強化と、有料放送の特性を活かしたグループ全体の成長～

有料放送のプレゼンスの向上へ
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Ⅴ：グローバル戦略

（１）

 

国際的な「ものづくり」の環境整備

・映画事業におけるビジネスモデルの検討

・日本におけるコンテンツのターミナル（ＨＵＢ）として、海外有力メディア企業のパートナーの役割を果たす

・海外有力メディア企業との映画・ドラマの共同製作

（２）

 

人材育成･社内体制の構築

・海外拠点の設立と活用（海外メディアとの関係強化）

・対外交渉、協業における即戦力としての教育と意識改革

～自らコンテンツを作る、世界視点の放送事業者～

オリジナルコンテンツ製作を軸にして、世界を視野にブランド展開
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加入計画

２０１１年１０月からハイビジョン・３チャンネル放送がスタートし、２０１２年度にかけ徹底訴求



11

収支計画（連結）

売上高は、加入増により、着実な増収を目指す

経常利益は、ハイビジョン・３チャンネル放送スタートに伴う番組費等の増加により

一旦減少するも、２０１３年度以降、加入増により継続的な利益成長を目指す
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感動と信頼の放送局へ

ＷＯＷＯＷは開局から今日までお客様に感動してもらえる

テレビ局でありたいと願っていました。

今もその考えは変わりません。

２０１１年、ＷＯＷＯＷは新たなハイビジョン・３チャンネル放送局に生まれ変わります。

「こんな番組が見たかった」と喜んでいただける放送局になる、

それがＷＯＷＯＷとお客様との信頼の証だと思っています。

ＷＯＷＯＷに触れていただくお一人お一人と信頼関係を築き上げていくこと。

そのことにいつも思いをはせながら

「これからのテレビ」としてＷＯＷＯＷは感動を送り続けます。



本資料における注記事項

当資料に記載の業績予想は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた

発行日現在の見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。

実際の業績は、様々な要素によりこれら業績見通しとは異なる結果となりうることを

ご承知おきください。

実際の業績に影響を与え得る要素には、当社及び当社グループ会社の事業領域を

とりまく経済情勢、市場の動向などが含まれております。

ただし、業績に影響を与え得る要素はこれらに限定されるものではありません。
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